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ＱＱ カイロプラクティックには、カイロプラクティックには、どのような手技があって、どのような手技があって、

どのような治療器を使うのですか。どのような治療器を使うのですか。
東京都東京都((ＭＭ・・ＫＫ))

18951895年９月年９月1818日、日、D.D.D.D.パーマーパーマー

が難聴を患った雑役夫ハービーが難聴を患った雑役夫ハービー・・

リラードへ、リラードへ、テコの原理を利用しテコの原理を利用し

て手によってアジャストメントて手によってアジャストメント

（矯正）（矯正）を施し、を施し、難聴を克服した難聴を克服した

ことからカイロプラクティックのことからカイロプラクティックの

歴史は始まりました。歴史は始まりました。今年で今年で112112

年目を迎えます。年目を迎えます。このこの112112年の間年の間

に様々な時代背景を経てに様々な時代背景を経て100100種類種類

以上のテクニックが開発されてい以上のテクニックが開発されてい

ます。ます。

これらのテクニックは共通して言これらのテクニックは共通して言

えることがあります。えることがあります。それはサブそれはサブ

ラクセィションを見つけだして、ラクセィションを見つけだして、

アジャストメントを施すというこアジャストメントを施すというこ

とです。とです。サブラクセィションとサブラクセィションと

は、は、外傷やストレス、外傷やストレス、有害物質な有害物質な

ど何らかの原因により椎骨が正常ど何らかの原因により椎骨が正常

な位置からズレ、な位置からズレ、関節の機能異常関節の機能異常

を起こし、を起こし、神経機能の異常が発生神経機能の異常が発生

して脳からの情報が細胞、して脳からの情報が細胞、組織、組織、

臓器間で正しくサイクルさせる事臓器間で正しくサイクルさせる事

ができず身体全体の協調性が乱れができず身体全体の協調性が乱れ

ている状態のことをいいます。ている状態のことをいいます。

カイロプラクティックという言葉カイロプラクティックという言葉

はは「手によって施す」「手によって施す」という意味という意味

であり、であり、言葉の通り手のみを使う言葉の通り手のみを使う

テクニックが多勢を占めますが、テクニックが多勢を占めますが、

中には補助的に、中には補助的に、または手の代わまたは手の代わ

りに器具を使うテクニックもありりに器具を使うテクニックもあり

ます。ます。多くのテクニックとそれに多くのテクニックとそれに

付随する器具があり今回全てを紹付随する器具があり今回全てを紹

介する事は不可能ですが、介する事は不可能ですが、代表的代表的

なテクニックについて説明したいなテクニックについて説明したい

と思います。と思います。

ターグルリコイルターグルリコイル･･テクニックテクニック

上部頚椎と呼ばれる頚椎上部頚椎と呼ばれる頚椎CC１、１、頚頚

椎椎CC２のみをアジャストメントす２のみをアジャストメントす

るテクニックで、るテクニックで、B.J.B.J.パーマーにパーマーに

よって考案されました。よって考案されました。C1C1は、は、脊脊

柱の一番上端に位置し、柱の一番上端に位置し、後頭骨と後頭骨と

の関節をもち延髄、の関節をもち延髄、脊髄に大きな脊髄に大きな

影響を与える場所で最も重要な場影響を与える場所で最も重要な場

所とされています。所とされています。

ターグルリコイルターグルリコイル･･テクニックのテクニックの

分析法分析法

((１１)4)4枚のレントゲンから枚のレントゲンからC1C1、、C2C2

の変位を分析、の変位を分析、 ( (２２))専用計器であ専用計器であ

るニューロカログラフにより皮膚るニューロカログラフにより皮膚

表面の温度計測をして矯正すべき表面の温度計測をして矯正すべき

かどうかを判断します、かどうかを判断します、 ( (３３))下肢下肢

長検査、長検査、 ( (４４))パルペーションパルペーション((触触

診診))。。

これら４つの検査から得られた情これら４つの検査から得られた情

報をもとにアジャストメントへと報をもとにアジャストメントへと

移ります。移ります。矯正は後述するクレ矯正は後述するクレ

イイ・・トムソンが開発したドロップトムソンが開発したドロップ

ヘッドピースを備えたターグルヘッドピースを備えたターグル・・

サイドポスチャーテーブルというサイドポスチャーテーブルという

専用のテーブルを使用します。専用のテーブルを使用します。

トムソントムソン・・テクニックテクニック

このテクニックは、このテクニックは、まず大きな特まず大きな特

徴としてトムソン徴としてトムソン・・ターミナルポターミナルポ

イントイント・・ドロップドロップ･･テーブルといテーブルとい

う、う、19571957年にクレイ年にクレイ・・トムソンがトムソンが

開発したドロップ機能を備える開発したドロップ機能を備える

テーブルを使用し、テーブルを使用し、慣性の法則を慣性の法則を

利用して矯正を行うので誰にでも利用して矯正を行うので誰にでも

最小限の力で安全にアジャストメ最小限の力で安全にアジャストメ

ントでき最大限の結果を出すことントでき最大限の結果を出すこと

が出来ます。が出来ます。

トムソントムソン・・テクニックの分析法テクニックの分析法

まず患者を、まず患者を、トムソン－ディアトムソン－ディア

フィールド下肢長短検査法によりフィールド下肢長短検査法により

５つのカテゴリーに分類します。５つのカテゴリーに分類します。

ポジティブディアフィールドポジティブディアフィールド

【【+ D+ D 】、】、(( ２２)) ネガティブディアネガティブディア

フィールドフィールド【【-D-D】、】、((３３))頚椎症候群頚椎症候群

【【CSCS】、】、((４４))エックスディアフィーエックスディアフィー

ルドルド【【XDXD】、】、((５５))両側頚椎症候群両側頚椎症候群

【【BCSBCS】】

５つのカテゴリーに合わせてア５つのカテゴリーに合わせてア

ジャストメントを行っていきまジャストメントを行っていきま

す。す。このカテゴリー以外にも、このカテゴリー以外にも、ドド

ロップテーブルは四肢や顎関節なロップテーブルは四肢や顎関節な

どに使うことができる守備範囲のどに使うことができる守備範囲の

広いテーブルです。広いテーブルです。

ディバーシファイドディバーシファイド･･テクニックテクニック

ディバーシファイドディバーシファイド･･テクニックテクニック

はカイロプラクティックのなかではカイロプラクティックのなかで

も基本的なテクニックで、も基本的なテクニックで、様々な様々な

テクニックがある中でも使用頻度テクニックがある中でも使用頻度

が高く世界中のカイロプラクターが高く世界中のカイロプラクター

のほとんどが、のほとんどが、このテクニックをこのテクニックを

使用しています。使用しています。ディバーシファディバーシファ

イドはイドは「多種多様な」「多種多様な」という意味という意味

があり、があり、その名の通りこのテクその名の通りこのテク

ニックには、ニックには、様々な変形した形の様々な変形した形の

アジャストメントが多くありまアジャストメントが多くありま

す。す。

ディバーシファイドディバーシファイド･･テクニックテクニック

に系統立てた分析法は存在しませに系統立てた分析法は存在しませ

ん。ん。多くの施術者が各自の得意と多くの施術者が各自の得意と
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する分析法にこのテクニックを取する分析法にこのテクニックを取

り入れながら使っています。り入れながら使っています。

ディバーシファイドディバーシファイド･･テクニックテクニック

を使いこなすには、を使いこなすには、まず人間の構まず人間の構

造を十分に理解した固定と角度を造を十分に理解した固定と角度を

正確にする事が必要です。正確にする事が必要です。そうすそうす

ることによって最小の力でアジャることによって最小の力でアジャ

ストメントすることができます。ストメントすることができます。

ガンステッドガンステッド･･テクニックテクニック

ガンステッドガンステッド･･テクニックは水平テクニックは水平

な安定した土台は建物の長い寿命な安定した土台は建物の長い寿命

と耐久性を保証し、と耐久性を保証し、基礎に小さな基礎に小さな

誤差やズレがあれば、誤差やズレがあれば、その上部はその上部は

大きくずれるという考えから発展大きくずれるという考えから発展

しました。しました。大きな特徴は椎間板に大きな特徴は椎間板に

注目していることです。注目していることです。サブラクサブラク

セィションを決定するために５つセィションを決定するために５つ

の評価を行いその結果からサブラの評価を行いその結果からサブラ

クセィションを決定します。クセィションを決定します。

ガンステッドガンステッド・・テクニックの分析テクニックの分析

法法

((１１))ナーブスコープという専用機ナーブスコープという専用機

器による温度測定、器による温度測定、(( ２２)) スタスタ

ティックパルペーションティックパルペーション((静的触静的触

診法診法))、、((３３))モーションパルペーモーションパルペー

ションション((動的触診法動的触診法))、、((４４))視診、視診、

((５５) ) レントゲン評価。レントゲン評価。

これら５つの検査により神経圧迫これら５つの検査により神経圧迫

の有無、の有無、変位の状況、変位の状況、退行性の度退行性の度

合いなどあらゆる角度から分析を合いなどあらゆる角度から分析を

行い各検査から得られた情報と照行い各検査から得られた情報と照

らし合わせてサブラクセィションらし合わせてサブラクセィション

を見つけだします。を見つけだします。

ガンステッドガンステッド･･テクニックによるテクニックによる

アジャストメントは特に関節面、アジャストメントは特に関節面、

椎間板に対してニュートラルな状椎間板に対してニュートラルな状

態でのアプローチになりますの態でのアプローチになりますの

で、で、非常に繊細でソフトでありな非常に繊細でソフトでありな

がらしっかりと後方から前方にアがらしっかりと後方から前方にア

ジャストメントされるのが分りまジャストメントされるのが分りま

す。す。

このテクニックの創始者このテクニックの創始者C.S.C.S.ガガ

ンステッドは専用の用具として、ンステッドは専用の用具として、

検査器具であるナーブスコープ、検査器具であるナーブスコープ、

主に骨盤腰部の矯正に使用するペ主に骨盤腰部の矯正に使用するペ

ルビックベンチ、ルビックベンチ、骨盤から頚椎ま骨盤から頚椎ま

で矯正することが出来るニーチェで矯正することが出来るニーチェ

ストテーブル、ストテーブル、上部胸椎～頚椎、上部胸椎～頚椎、

後頭骨までの矯正と患者の検査に後頭骨までの矯正と患者の検査に

使用するサービカルチェアーを開使用するサービカルチェアーを開

発しました。発しました。これらはガンステッこれらはガンステッ

ドド・・セットと呼ばれガンステッドセットと呼ばれガンステッド

を専門とする施術者は必ず使用しを専門とする施術者は必ず使用し

ています。ています。

看板やチラシなどを見ると、看板やチラシなどを見ると、カイカイ

ロプラクティック＝腰痛や頭痛、ロプラクティック＝腰痛や頭痛、

肩コリというようなイメージで表肩コリというようなイメージで表

現されています。現されています。しかしカイロプしかしカイロプ

ラクティックは痛みを軽くしたラクティックは痛みを軽くした

り、り、症状を取り除いたりする対処症状を取り除いたりする対処

療法ではありません療法ではありません

では何に対して、では何に対して、脊椎へアジャス脊椎へアジャス

トメントをするのか？　カイロプトメントをするのか？　カイロプ

ラクティックはラクティックは『症状や痛みは結『症状や痛みは結

果であって原因ではない』果であって原因ではない』と考と考

え、え、痛みや症状が感じられるよう痛みや症状が感じられるよう

になるまでには体の中でいくつもになるまでには体の中でいくつも

のプロセスを経て、のプロセスを経て、そしてその結そしてその結

果として痛みや症状が現れると果として痛みや症状が現れると

考えるからです。考えるからです。

神経には９つの働きがあります。神経には９つの働きがあります。

((１１))発熱、発熱、((２２))運動、運動、((３３))分泌、分泌、

((４４))興奮、興奮、((５５))感覚、感覚、((６６))呼吸、呼吸、

((７７))生殖、生殖、((８８))拡張、拡張、((９９))栄養これ栄養これ

ら９つの働きはすべて神経によら９つの働きはすべて神経によ

り統制されバランスを取り合っり統制されバランスを取り合っ

ています。ています。そして何らかの原因でそして何らかの原因で

脊椎にサブラクセィションがお脊椎にサブラクセィションがお

きると神経が圧迫され神経機能きると神経が圧迫され神経機能

障害がおき、障害がおき、上記の９つの働きの上記の９つの働きの

バランスが乱れそれぞれの機能バランスが乱れそれぞれの機能

に異常が発生します。に異常が発生します。カイロプラカイロプラ

クティックではサブラクセィクティックではサブラクセィ

ションがこれら神経の９つの働ションがこれら神経の９つの働

きに異常を発生させ、きに異常を発生させ、様々なプロ様々なプロ

セスを経て痛みや症状として現セスを経て痛みや症状として現

れると考えています。れると考えています。

サブラクセィションによる神経サブラクセィションによる神経

機能障害がおきることが、機能障害がおきることが、人間に人間に

とってとても大きな問題だと捉とってとても大きな問題だと捉

える私達カイロプラクターは、える私達カイロプラクターは、脊脊

椎の構造を利用し唯一の目的で椎の構造を利用し唯一の目的で

ある神経機能障害を伴うある神経機能障害を伴う『サブラ『サブラ

クセィション』クセィション』を取り除くことにを取り除くことに

より、より、人間が生まれながらに持つ人間が生まれながらに持つ

神経適応能力、神経適応能力、自然治癒力を最大自然治癒力を最大

限に引き出し、限に引き出し、その人の持つ本来その人の持つ本来

のパフォーマンスをより高いレのパフォーマンスをより高いレ

ベルに引き上げる事がカイロプベルに引き上げる事がカイロプ

ラクティックの最大であり唯一ラクティックの最大であり唯一

の目的としています。の目的としています。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


